
（
在
勤
地
内
旅
行
の
旅
費
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
七
条

法
第
二
十
七
条
第
一
号
の
規
定
に
基
き
、
在
勤
地
内
旅
行
の
旅
費
の
額
を
、
次
の
各
号
の
と
お
り
定
め

る
。

一

旅
行
が
行
程
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
又
は
引
き
続
き
五
時
間
以
上
八
時

間
未
満
の
場
合
に
は
、
法
別
表
第
一
の
日
当
の
定
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）

二

旅
行
が
、
行
程
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
引
き
続
き
八
時
間
以
上
の
場
合
に
は
、
法
別
表
第
一
の
日

当
の
定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
に
相
当

す
る
額
を
控
除
し
た
額
）

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
二
条
に
お
い
て
法
第
二
十
七
条
第
一
号
を
準
用
す
る
場
合
に
、
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
法
別
表
第
一
」
と
あ
る
の
は
「
法
別
表
第
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
調
整
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
八
条

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基

準
に
よ
り
旅
費
の
支
給
を
調
整
す
る
。

一

職
員
の
職
務
の
級
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
変
更
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
が
既
に
行
っ
た
旅
行
の

旅
費
額
の
増
減
を
行
わ
な
い
。

二

旅
行
者
が
公
用
の
交
通
機
関
、
宿
泊
施
設
、
食
堂
施
設
等
を
無
料
で
利
用
し
て
旅
行
し
た
場
合
は
、
鉄
道

賃
、
船
賃
、
航
空
賃
、
車
賃
、
宿
泊
料
又
は
食
卓
料
を
支
給
し
な
い
。

三

鉄
道
旅
行
に
お
い
て
、
当
該
用
務
の
性
質
又
は
緩
急
の
度
合
い
に
よ
り
所
定
の
級
に
応
ず
る
旅
客
運
賃
、

急
行
料
金
、
特
別
車
両
料
金
又
は
座
席
指
定
料
金
を
支
給
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ

の
級
に
応
ず
る
旅
客
運
賃
又
は
当
該
料
金
を
支
給
し
な
い
。

四

陸
路
旅
行
の
場
合
に
お
い
て
定
期
的
に
一
般
旅
客
営
業
を
行
っ
て
い
る
バ
ス
、
軌
道
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
等

を
利
用
し
て
旅
行
を
行
う
の
が
通
常
の
経
路
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
運
賃
の
実
費
を
車
賃
と
し
て
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

五

全
行
程
で
公
用
車
を
利
用
す
る
な
ど
交
通
費
実
費
が
伴
わ
な
い
方
法
に
よ
る
旅
行
の
場
合
、
又
は
、
旅
行

期
間
中
に
お
け
る
移
動
の
伴
わ
な
い
日
程
の
場
合
に
は
、
日
当
の
二
分
の
一
の
額
を
支
給
し
な
い
。

六

自
動
車
運
転
手
が
一
日
に
つ
き
七
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
又
は
引
き
続
き
八
時
間
未
満
（
出
張
先
に
お

け
る
待
時
間
を
含
む
。）の
運
転
を
行
っ
た
場
合
は
、
日
当
を
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
諸
雑
費
が
発
生
し
た

場
合
、
又
は
宿
泊
を
伴
う
場
合
に
は
七
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
か
つ
八
時
間
以
上
の
場
合
を
含
め
日
当
の

二
分
の
一
を
支
給
す
る
。

七

旅
行
者
が
庁
舎
の
一
部
等
公
用
の
施
設
に
宿
泊
し
た
場
合
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
宿
泊
料
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

イ

有
料
で
食
事
を
提
供
す
る
公
用
の
施
設
に
宿
泊
す
る
と
き

三
千
百
二
十
円

ロ

食
事
を
提
供
し
な
い
公
用
の
施
設
に
宿
泊
す
る
と
き

三
千
九
百
円

ハ

そ
の
他
研
修
施
設
等
の
安
価
な
施
設
へ
宿
泊
し
た
場
合
に
は
、実
態
に
応
じ
た
宿
泊
料
の
減
額
を
行
う
。

八

自
宅
宿
泊
等
、
宿
泊
料
を
一
切
必
要
と
し
な
い
場
合
に
は
、
宿
泊
料
を
支
給
し
な
い
。

九

旅
行
者
が
、
旅
行
中
の
公
務
傷
病
等
に
よ
り
旅
行
先
の
医
療
施
設
等
を
利
用
し
て
療
養
し
た
た
め
、
国
家

公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
に
規
定
す
る
療
養
補
償
、
国
家
公
務
員
等
共

済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

補
償
又
は
給
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該
療
養
中
の
日
当
及
び
宿
泊
料
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
支

給
し
な
い
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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